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中国の製造業の景況感は改善続く

楽読
（ラクヨミ）

Ｖｏｌ.88

※信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成

中国物流購買連合会が4日発表した2月の「中国製造業購買担当者指数（以下、PMI指数）」は49.0と前月
比+3.7ポイントとなりました。製造業の景気拡大・縮小の分かれ目となる50は依然下回っているものの、過
去最低値となった08年11月の38.8から3ヵ月連続で改善しました。

PMI指数は、中国の製造業の景況感を計る指標で、中国の主要経済指標の中で毎月最も早く発表される
ことから市場の注目度が特に高い指標です。中国のGDPに占める製造業の割合は40％程度あり、製造
業の景況感に改善が見え始めたことは、中国の景気回復の確度を高めることになりそうです。また、中国
の株式市場もPMI指数同様に、回復傾向にあることも明るい兆しと言えそうです。

なお、本日5日に開幕した全国人民代表大会（以下、全人代。日本の国会に相当）では、 2008年11月に政
府が発表した大規模な景気対策に加え、追加の景気刺激策が発表されるとの期待が高まっています。ま
た、この期待から、4日は中国の株式市場のみならず、アジアや欧米の株式市場も堅調に推移しました。
世界の株式市場において「中国効果」がどこまで続くかわかりませんが、本日の温家宝首相の政府活動
報告の内容などに注目が集まります。

上海総合株価指数とＰＭＩ指数の推移
2007年1月～2009年2月

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。
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